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訴訟の提起に関するお知らせ 

 

 当社は、（以下「原告」と言う）は、当社連結子会社である株式会社 SPARKS の元支配人 1 名（以

下「被告」と言う）に対し、不法行為に基づく損害賠償を求める訴訟を東京地方裁判所に提起致し

ましたので下記の通りお知らせ致します。 

 

１．訴訟を提起した裁判所及び年月日 

  （１）裁 判 所   東京地方裁判所 

  （２）年 月 日   平成 23 年 3 月 18 日 

 

２．訴訟を提起した相手（被告） 

  （１）名 称   和中 宣明 

  （２）所 在 地   東京都世田谷区 

 

３．訴訟の内容 

  （１）請求内容 

   被告が行った株式会社 SPARKS の財務諸表の改ざんや訴訟の隠ぺいにより当社グル

ープに与えた損害 107,542 千円及び、これに対する平成 21 年 12 月 22 日の翌日から支

払い済みまでの年５分の割合による遅延損害金を請求するものであります。 

 

  （２）請求原因の概要 

   当社は、平成 21 年 11 月 11 日付開示の「株式交換により株式会社 SPARKS の完全子

会社化に関する株式交換契約締結及び主要株主である筆頭株主の異動について」のと

おり、株式会社 SPARKS との株式交換契約を締結しましたが、その際、株式会社 SPARKS

の財務・渉外・経営を行っていたのが、元支配人である被告であります。被告は、当

社との株式交換に先立つ、株価算定資料提出の際に純資産がプラス 98,541 千円である

との虚偽の財務資料を提出し、更に平成 22 年１月 22 日付開示「当社の子会社である

株式会社 SPARKS の訴訟等に関する対応及び社内調査の経過報告」記載の 10 件の民事

訴訟及び 1 件の仮差押、4 件の支払督促を隠ぺいし、当社との株式交換契約を締結さ



 

 

せました。その後、原告及び原告の会計監査人により調査を行った結果、平成 22 年２

月 12 日開示の「当社の子会社である株式会社 SPARKS の訴訟等に関する対応及び社内

調査の経過報告（その３）のとおり、純資産が 107,542 千円の債務超過状態であるこ

とが発覚しました。原告は、被告が行った行為が悪質であると判断し今回の訴訟の提

起に至りました。 

 

４．今後の見通し 

   当該訴訟の進捗に応じて必要な開示事項が発生した場合は速やかにお知らせ致しま

す。尚、本件による当社グループの当連結会計年度業績への影響は現在のところ未定

ではありますが、確定次第速やかに開示する予定です。 

   

 

以 上 


